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2018年 10月 6日・若宮町内会理事会議事録 

10月7日 確定版 

日時：2018年 10月 6日（土曜）9:30～10:40 場所：鎌倉消防署 3階集会室 

出席：藤島、島田、加藤、二階堂、永井、大久保(久)、大久保(弥)、尾崎、鈴木（記） 

 

議事概要 

１．審議報告事項 

(1) 全般 

 赤い羽根共同募金：来年以降の進め方について理事会で討議した結果、以下で進めることとした。

①８月中に以下を記載した文書を町内会回覧、a) 町内会から一括で拠出すること及び予定金額、

b) 赤い羽根を希望する方の氏名および本数記入欄、②回覧終了後希望者宛ての封筒に赤い羽根お

よび赤十字から配布される使途等の説明書を入れ、班長さん経由で配布。 

(2) 総務・会計 

 H30 上期決算案（監査前）を理事会で配布した。また理事会に先立って行われた監査会議で、上

半期監査および第３四半期監査については帳票持ち回りで行うことが確認されたとの報告があっ

た。 

 ２E班の班長は伊豆さまに交替、任期は本年 10月から来年 9月まで。 

 ご高齢世帯が多い班の中に回覧物が回らなくなる現象が出ている。班長負担が大きい班について

分割検討を行う。並行して人数が極端に少ない班についての合区検討も行う。 

 市民運動会寄付金歳出、ならびに赤い羽根および歳末助け合いとして 27万円の歳出を承認。 

(3) 子ども会 

 9/17 敬老の日にシニア会加入者にお花とメッセージを届けた。メッセージには、書いた子どもの

学年とフルネームを記載して欲しいとの要望があった。 

 10/7市民運動会の参加者は、子ども 18名、保護者と町内会役員 26名／計 44名。 

 子ども会運営の持続性、役員および世話役の人材確保等について、前回理事会の議論を深耕した。

子ども会からは、規約の改訂も視野に入れて検討をすすめていることが報告された。 

(4) 青少年指導員 

 9／26作文コンクールの第一次審査行いました。 

 野外炊事研修 9/30台風の為中止 

 広報仕分け 10/5 市役所にて 

 子どもキャンプ説明会 10/14玉縄青少年会館にて 

 子どもキャンプ 10/20〜21 愛川ふれあいの村にて 

(5) 民生委員 

 9/10(月) 定例会議 於:福祉センター 

 9/26(水) 鎌倉市 65歳以上の一人暮らし登録者への配食 於:福祉センター 

 9/26(水) 民生委員児童委員協議会 研修会 演題:地域共生社会と民生委員児童委員の役割につい

て 講師:豊田宗裕氏 (聖徳大学教授) 於:生涯学習センターホール 

 9/27(木) 第三地区社会福祉協議会 理事会 上半期活動報告と下半期活動予定＆赤い羽根共同募金

と年末たすけあい募金について 於:福祉センター 

 10/1(月) 赤い羽根街頭募金 於:鎌倉駅周辺 

 10/5(金) ハリスプレイデイ（運動会） 於:ハリス記念 鎌倉幼稚園 
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(6) 防犯、シニア会 

 大日本印刷の保養所閉鎖に伴って夜間くらがりになっていた４丁目の市道に防犯灯を新設した。 

 傘寿と百壽のお祝い：傘寿 5名に会長がお祝い金と梅ワインをお届けした。 

 10/11焼津方面への日帰りバス旅行参加者は現在 34名。若干空きがあるので前日まで受け付ける。 

(7) 町美化 

 9/30(日)秋のクリーンアップ鎌倉：台風で中止となったが有志による事前作業は実施  

 名越クリーンセンターと関谷の剪定材集積所を見学会に参加（大久保理事） 

(8) 防災・海の家 

 秋の救急搬送訓練：11 月中旬の土曜日 16 時から昨年同様の内容で実施することで消防署と日程

調整する。 

 市主催の沿岸部一斉津波避難訓練 

以下を盛り込んだチラシを全戸配布する。①日時：11/5(月)10 時から、②若宮町内会区域の津波

避難ビル地図、③津波避難ビルのうち夜間休日も屋上に登ることが可能なビル。 

 

理事会終了後、有志が高砂稲荷境内および周辺道路を清掃 

 

２．次回理事会 11/4(日)9:30～10:30消防署 3階集会室   

  この時に、11/5一斉津波避難訓練での町内会役員配置を決める。 

  以上 


